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《
書　

評
》

経
費
は
遊
学
の
母
で
あ
る

　
―
胡
穎
著
『
清
末
の
中
国
人
日
本
留
学
―
派
遣
と
経
費
を
中
心
に
』―

王　
　
　
　
　

鼎

は
じ
め
に

今
日
、
留
学
生
研
究
の
な
か
で
も
、
中
国
人
日
本
留
学
生
（
以
下
「
留
日
学
生
」
と
略
す
）
研
究
は
着
実
に
前
進
し
て
い
る
。
こ
れ

は
主
に
日
中
両
国
の
特
別
な
歴
史
的
淵
源
と
日
本
側
に
お
け
る
資
料
公
開
の
進
展
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
す
で
に

留
日
学
生
研
究
の
各
分
野
に
は
重
要
か
つ
影
響
力
の
あ
る
著
作
が
数
多
く
あ
る
。
た
と
え
ば
、
先
駆
的
研
究
で
あ
る
実
藤
恵
秀
『
中
国

人
日
本
留
学
史
』（
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
六
〇
年
）
や
、
そ
れ
に
続
い
て
さ
ら
に
精
緻
化
さ
れ
た
阿
部
洋
、
黄
福
慶
な
ど
の
研
究
で
あ

る
。
ま
た
、
二
十
一
世
紀
以
降
は
、
大
里
浩
秋
・
孫
安
石
を
中
心
に
「
中
国
人
留
学
史
研
究
会
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
そ
の
成
果
が
五

冊
の
論
文
集
と
な
り
世
に
問
わ
れ
る
な
ど
、
留
日
学
生
研
究
は
依
然
と
し
て
研
究
者
た
ち
の
関
心
の
的
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

従
来
の
留
日
学
生
史
研
究
は
、
政
治
史
・
教
育
史
・
社
会
思
想
史
な
ど
と
い
っ
た
研
究
分
野
ご
と
に
分
析
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
具

体
的
な
留
学
の
運
用
に
関
わ
る
留
学
経
費
は
極
め
て
重
要
な
視
点
と
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
史
料
的
な
追
跡
が
困
難
な
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
研
究
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
い
ま
ま
で
長
期
間
に
わ
た
り
、
留
学
経
費
を
テ
ー
マ
に
し
た
論
考
が
日

中
双
方
で
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
専
門
書
が
現
れ
て
い
な
か
っ
た
所
以
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
な
研
究
環
境
の
も
と
で
、
本
書
は
主
に
留
学
経
費
の
視
点
か
ら
清
末
留
日
学
生
の
状
況
を
分
析
し
た
初
め
て
の
著
作
で

あ
る
。
分
析
時
期
は
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
一
一
年
ま
で
で
、
こ
の
時
期
に
限
定
し
た
の
は
、
ま
ず
一
八
九
八
年
が
留
日
学
生
派
遣
ス

タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
、
ま
た
、
一
九
一
一
年
が
辛
亥
革
命
の
勃
発
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
日
中
関
係
が
大
き
く
変
容
し
た
年
だ
か
ら
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
分
析
対
象
と
す
る
史
料
群
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
の

『
文
書
類
纂　

学
事
第
一
種
・
私
立
各
種
学
校
』
や
遊
学
日
本
学
生
監
督
処
が
発
行
し
た
『
官
報
』
と
そ
の
附
録
『
経
費
報
銷
冊
』
が
用

い
ら
れ
、
本
研
究
の
価
値
を
よ
り
高
め
て
い
る
。

な
お
本
書
は
、
胡
穎
氏
が
二
〇
一
六
年
に
神
奈
川
大
学
に
提
出
し
た
博
士
学
位
論
文
『
清
末
の
中
国
人
日
本
留
学
生
に
関
す
る
研
究

―
主
に
留
学
経
費
の
視
点
か
ら
』
を
も
と
に
大
幅
な
加
筆
修
正
を
行
い
、
ま
た
新
た
な
論
考
・
補
論
を
加
え
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ

る
。

本
書
の
構
成

こ
こ
で
は
ま
ず
本
書
の
構
成
を
紹
介
し
、
次
い
で
各
章
の
内
容
を
概
観
し
、
最
後
に
本
書
刊
行
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
ま
ず
、

以
下
は
本
書
の
目
次
で
あ
る
。

序
章第

Ⅰ
部　

清
国
政
府
の
日
本
留
学
生
派
遣
と
日
本
側
の
対
応

　

第
一
章　

清
国
政
府
の
日
本
留
学
生
派
遣
方
針
と
日
本
側
の
対
応
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第
一
節　

留
学
生
派
遣
政
策

　
　

第
二
節　

目
本
側
の
留
学
生
受
け
入
れ

　

第
二
章　

留
学
生
教
育
を
行
う
日
本
の
私
・
官
立
学
校

　
　

第
一
節　

各
私
立
学
校
の
受
け
入
れ

　
　

第
二
節　

私
立
学
校
の
諸
費
用

　
　

第
三
節　

官
立
学
校
の
留
学
生
受
け
入
れ

　
　

第
四
節　

小
結

　
　

 

【
付
記
】

第
Ⅱ
部　

地
方
に
よ
る
留
学
生
派
遣
と
経
費
問
題

　

第
三
章　

湖
北
省
の
留
日
学
生

　
　

第
一
節　

最
初
の
留
学
生

　
　

第
二
節　

各
種
留
学
経
費
の
支
出

　
　

第
三
節　

留
学
生
監
督
処
設
立
前
の
留
学
経
費
・
人
数

　
　

第
四
節　

留
学
生
監
督
処
管
理
下
の
留
学
経
費
・
人
数

　
　

第
五
節　

鉄
道
官
費
生
―
―
湖
北
鉄
路
学
堂
な
ど

　
　

第
六
節　

留
学
経
費
に
関
す
る
補
足

　
　

第
七
節　

小
結

　
　

 

【
補
論
】　

清
国
留
学
生
の
病
気
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第
四
章　

直
隷
省
の
留
日
学
生

　
　

第
一
節　

最
初
の
留
学
生

　
　

第
二
節　

留
日
学
生
の
派
遣
状
況

　
　

第
三
節　

師
範
教
育
―
―
広
島
と
東
京
の
高
等
師
範
学
校 

　
　

第
四
節　

官
費
生
の
経
費
と
監
督
処
の
対
応

　
　

第
五
節　

自
費
生
か
ら
官
費
生
へ
の
変
更
―
―
客
籍
官
費
生

　
　

第
六
節　

小
結

　

第
五
章　

奉
天
省
を
中
心
に
し
た
東
北
三
省
の
留
日
学
生

　
　

第
一
節　

奉
天
省
の
留
日
学
生

　
　

第
二
節　

奉
天
省
の
速
成
師
範
生
と
女
子
留
学
生

　
　

第
三
節　

吉
林
・
黒
竜
江
両
省
の
留
日
学
生
及
び
東
北
三
省
の
「
五
校
特
約
」
補
助
費

　
　

第
四
節　

小
結

　

第
六
章　

清
国
政
府
の
財
政
難
と
公
費
生
の
派
遣

　
　

第
一
節　

地
方
に
お
け
る
公
費
留
学

　
　

第
二
節　

官
費
生
・
公
費
生
の
区
別

　
　

第
三
節　

公
費
生
の
留
学
生
活

　
　

第
四
節　

公
費
生
の
学
費
延
滞
問
題 

　
　

第
五
節　

小
結

　
　

 

【
補
論
】　

清
末
の
自
費
留
学
生
と
留
学
経
費
の
支
援
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終
章

あ
と
が
き　

索
引本

書
は
序
章
と
終
章
を
除
く
全
六
章
か
ら
な
り
、「
第
Ⅰ
部　

清
国
政
府
の
日
本
留
学
生
派
遣
と
日
本
側
の
対
応
」
と
「
第
Ⅱ
部　

地

方
に
よ
る
留
学
生
派
遣
と
経
費
問
題
」
の
二
部
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
第
Ⅰ
部
（
第
一
章
～
第
二
章
）
で
は
、
清
国
政
府
の
留
日
学
生
派

遣
を
め
ぐ
る
背
景
お
よ
び
政
策
的
な
内
容
が
整
理
さ
れ
、
日
本
側
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
の
模
索
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
。
第
Ⅱ
部
（
第

三
章
～
第
六
章
）
で
は
、
留
学
経
費
の
視
点
か
ら
、
湖
北
・
直
隷
・
東
北
三
省
に
お
け
る
留
日
学
生
派
遣
の
諸
事
情
が
そ
れ
ぞ
れ
詳
細

に
論
じ
ら
れ
る
。

次
に
、
第
Ⅰ
部
か
ら
各
章
ご
と
の
概
要
を
述
べ
る
。
第
一
章
「
清
国
政
府
の
日
本
留
学
生
派
遣
方
針
と
日
本
側
の
対
応
」
で
は
、
清

末
に
お
け
る
留
日
学
生
の
派
遣
背
景
と
関
連
政
策
の
立
案
経
緯
に
つ
い
て
論
じ
、
と
く
に
日
本
の
国
公
立
学
校
と
比
べ
、
よ
り
多
く
の

留
日
学
生
を
受
け
入
れ
た
私
立
学
校
に
お
い
て
、
速
成
教
育
が
ど
の
よ
う
に
導
入
さ
れ
た
の
か
を
詳
述
す
る
。
ま
た
、
官
費
留
学
に
か

か
る
諸
経
費
を
す
べ
て
清
国
側
が
負
担
で
き
る
ほ
ど
財
政
状
況
に
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

第
二
章
「
留
学
生
教
育
を
行
う
日
本
の
私
・
官
立
学
校
」
で
は
、
ま
ず
日
本
側
の
各
私
立
学
校
の
状
況
を
総
体
的
に
捉
え
、
そ
れ
ぞ

れ
の
入
学
手
続
き
・
諸
費
用
お
よ
び
医
薬
費
の
管
理
に
関
す
る
規
定
を
、『
文
書
類
纂
』
な
ど
の
一
次
資
料
に
拠
っ
て
紹
介
す
る
。
当

該
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
学
校
は
東
京
同
文
書
院
・
宏
（
弘
）
文
学
院
・
東
京
日
本
語
学
院
・
振
武
学
校
・
法
政
速
成
科
・
東
洋
学

院
・
経
緯
学
堂
・
日
清
学
堂
・
実
践
女
学
校
・
東
京
警
監
学
校
・
大
成
学
堂
・
済
美
学
堂
・
東
京
学
院
・
東
亜
鉄
道
学
校
・
哲
学
館
日

清
高
等
学
部
・
東
亜
公
学
・
東
京
高
等
警
務
学
堂
・
東
京
実
科
学
校
・
志
成
学
校
・
東
京
鉄
道
学
堂
・
成
女
学
校
・
東
京
専
門
予
備
学

院
・
東
京
同
仁
学
校
・
早
稲
田
大
学
清
国
留
学
生
部
・
東
京
工
科
学
校
・
成
城
学
校
・
東
京
数
学
学
院
の
計
二
十
八
校
で
あ
る
。
さ
ら
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に
官
立
学
校
に
お
い
て
留
日
学
生
が
入
学
す
る
時
に
必
要
な
入
学
書
類
・
入
学
金
を
含
む
費
用
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

第
Ⅱ
部
は
四
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
三
章
「
湖
北
省
の
留
日
学
生
」
で
は
、
張
之
洞
が
主
宰
し
た
湖
北
省
の
留
日
学
生

派
遣
お
よ
び
留
学
経
費
の
調
達
な
ど
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
湖
北
省
が
鉄
道
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、

東
京
に
あ
る
私
立
路
鉱
学
堂
を
買
い
入
れ
、「
湖
北
路
鉱
学
堂
」
を
設
け
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
ま
た
同
章
で
は
、
張
之
洞
の
死
後
、
湖
北

省
が
ま
す
ま
す
財
政
難
に
陥
り
、
官
費
生
の
総
引
揚
げ
案
ま
で
浮
上
し
た
史
実
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
さ
ら
に
官
費
生
に
支
出
し
た
医

療
費
の
負
担
に
つ
い
て
も
分
析
し
、
会
計
の
管
理
が
大
き
な
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
、
不
正
会
計
の
問
題
が
絶
え
ず
起
こ
っ
て
い
た
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
。

第
四
章
「
直
隷
省
の
留
日
学
生
」
で
は
、
総
督
袁
世
凱
が
統
治
す
る
直
隷
省
で
新
政
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
留
学
生
を
積
極
的
・
計

画
的
に
派
遣
す
る
取
り
組
み
や
、
官
僚
を
遊
歴
官
と
し
て
日
本
に
派
遣
し
、
視
察
を
行
っ
た
経
緯
を
述
べ
る
。
ま
た
、
直
隷
省
で
は
湖

北
省
と
同
様
、
医
療
費
の
支
出
拡
大
が
派
遣
費
用
の
総
支
出
を
圧
迫
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
留
学
経
費
に
関
し
て
は
、

湖
北
省
と
異
な
り
、
さ
ほ
ど
逼
迫
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

第
五
章
「
奉
天
省
を
中
心
に
し
た
東
北
三
省
の
留
日
学
生
」
で
は
、
留
学
生
数
が
少
な
く
、
派
遣
時
期
も
遅
れ
た
東
北
三
省
を
取
り

上
げ
、
そ
の
う
ち
派
遣
人
数
が
最
も
多
い
奉
天
省
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
官
費
速
成
師
範
生
と
官
費
女
子
留
学
生
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る
。
ま
た
、「
特
約
五
校
」
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
奉
天
省
は
留
学
経
費
を
よ
り
多
く
負
担
す
る
「
大
省
」
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
よ
り
も
い
っ
そ
う
多
く
の
資
金
を
醵
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
清
国
政
府
の
留
学
政
策
に
大
い
に
不
満
を
募
ら

せ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。

第
六
章
「
清
国
政
府
の
財
政
難
と
公
費
生
の
派
遣
」
で
は
、
各
総
督
・
巡
撫
お
よ
び
省
の
下
に
あ
る
州
・
県
の
官
紳
に
よ
っ
て
選
抜

さ
れ
、
か
つ
地
方
か
ら
の
給
費
（
各
種
公
共
財
産
ま
た
は
特
別
募
集
等
）
を
受
け
た
「
公
費
生
」
の
存
在
に
注
目
し
、「
官
費
生
」
と
の

違
い
を
明
ら
か
に
す
る
。
併
せ
て
、
留
学
生
活
状
況
を
「
官
費
生
」
や
「
自
費
生
」
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
従
来
中
央
政
府
給
費
で
留
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学
し
た
「
官
費
生
」
と
同
一
視
さ
れ
、
分
析
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
「
公
費
生
」
の
多
様
な
あ
り
方
を
示
す
。
公
費
に
よ
る
留
学
は
、

そ
の
待
遇
（
学
費
・
渡
航
費
・
医
療
費
な
ど
）
が
官
費
生
に
比
べ
て
か
な
り
劣
り
、
派
遣
元
の
都
合
に
よ
っ
て
学
費
の
給
付
が
滞
っ
た

り
、
一
部
の
費
用
し
か
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
問
題
が
常
態
化
し
て
い
た
と
す
る
。
さ
ら
に
支
給
金
額
の
面
で
、
公
費
生
よ

り
劣
悪
な
条
件
だ
っ
た
「
半
費
生
」
や
「
津
貼
生
」
な
ど
も
少
数
な
が
ら
存
在
す
る
と
し
て
、
彼
ら
の
厳
し
い
留
学
生
活
に
も
言
及
す

る
。

本
書
の
意
義

本
書
は
、
留
学
経
費
の
視
点
か
ら
清
末
の
留
日
学
生
史
を
捉
え
直
す
試
み
で
あ
り
、
留
学
経
費
に
関
す
る
膨
大
な
文
書
資
料
の
発
掘

と
そ
れ
に
対
す
る
地
道
な
分
析
に
長
年
従
事
し
て
き
た
胡
穎
氏
の
研
究
の
集
大
成
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
意
義
と
し
て
少
な

く
と
も
次
の
五
つ
の
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
日
本
の
私
立
学
校
が
「
速
成
教
育
」
を
実
施
し
た
理
由
と
し
て
、
私
立
学
校
が
日
本
政
府
の
直
接
的
な
指
導
下
に
置
か
れ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
官
立
学
校
よ
り
も
清
国
側
の
事
情
に
合
わ
せ
や
す
か
っ
た
と
い
う
実
状
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
し
た
点
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
中
国
側
は
、
大
多
数
の
留
学
希
望
者
が
官
立
学
校
で
学
ぶ
力
を
備
え
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
短
期
間
で
知
識
を
習

得
さ
せ
帰
国
後
に
即
座
に
そ
れ
を
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
日
本
側
と
し
て
は
、
中
国
の
要
望
に
応
え
る
形

で
、
校
舎
規
模
・
維
持
費
・
定
員
な
ど
の
設
置
基
準
が
緩
や
か
で
人
数
的
に
も
多
く
の
留
日
学
生
の
収
容
に
対
応
で
き
る
私
立
学
校
を

受
け
入
れ
先
と
し
て
準
備
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
先
行
研
究
（
と
く
に
中
国
側
）
で
は
、
私
立
学
校

へ
の
派
遣
と
そ
の
速
成
教
育
は
、
一
般
的
に
は
「
失
敗
」
だ
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
の
み
だ
っ
た
が
、
速
成
教
育
が
廃
止
さ
れ
る
に
至
っ

た
経
緯
も
丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
清
国
留
学
生
取
締
規
則
」
の
公
布
後
、
留
日
学
生
は
激
し
く
日
本
政
府
に
反
発
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し
た
た
め
、
日
清
両
政
府
内
で
速
成
教
育
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
起
こ
り
、
私
立
学
校
に
お
け
る
速
成
教
育
が
廃
止
に
至
っ
た
の
で
あ
る

が
、
本
書
は
両
国
に
お
け
る
当
時
の
諸
事
情
を
史
料
に
基
づ
い
て
再
構
成
し
、
よ
り
多
面
的
な
理
解
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
よ
う
。

第
二
に
、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
の
『
文
書
類
纂
』
を
使
用
し
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
二
十
八
の
私
立
学
校
の
規
程
に
つ
い
て

整
理
し
、
運
用
実
態
の
分
析
を
進
め
、
次
の
二
つ
の
重
要
な
点
を
開
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
各
学
校
の
諸
規
定
が
、
留

日
学
生
数
お
よ
び
管
理
策
に
し
た
が
っ
て
調
整
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
速
成
教
育
が
廃
止
さ
れ

た
後
、
修
業
年
限
は
三
年
以
上
と
さ
れ
、
さ
ら
に
官
立
学
校
（
主
に
「
特
約
五
校
」、
す
な
わ
ち
東
京
高
等
師
範
学
校
・
第
一
高
等
学

校
・
東
京
高
等
工
業
学
校
・
山
口
高
等
商
業
学
校
・
千
葉
専
門
学
校
）
で
高
等
教
育
を
受
け
る
よ
う
推
奨
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、
も
う
一
つ
は
、
一
部
の
官
立
学
校
お
よ
び
私
立
学
校
の
留
学
生
か
ら
諸
費
用
を
徴
収
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
を
提
示
し
、
そ
の

内
容
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
上
述
し
た
『
文
書
類
纂
』
と
外
務
省
記
録
の
ほ
か
に
、
監
督
処
の
運
営
費
と
各

省
か
ら
送
金
さ
れ
た
留
学
費
用
の
収
支
明
細
を
記
録
し
た
『
官
報
』
な
ら
び
に
附
録
の
『
経
費
報
銷
冊
』
を
丹
念
に
読
み
込
み
、
分
析

を
行
っ
て
い
る
。
本
書
の
分
析
か
ら
、
官
費
生
と
私
費
生
が
各
学
校
に
支
払
っ
た
費
用
に
は
大
差
な
い
も
の
の
、
帰
国
・
病
気
な
ど
の

支
出
が
あ
っ
た
場
合
、
私
費
生
は
原
則
と
し
て
自
弁
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
官
費
生
は
派
遣
元
か
ら
の
補
助
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
点
は
、
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
湖
北
省
な
ら
び
に
直
隷
省
を
地
方
模
範
省
と
し
て
位
置
づ
け
、
留
学
生
派
遣
の
実
施
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
見
た
と
き
、
袁

世
凱
の
ほ
う
が
張
之
洞
よ
り
計
画
的
で
、
各
種
人
材
を
よ
り
効
果
的
に
育
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
と
看
破
し
た
点
で
あ
る
。
特

筆
す
べ
き
は
地
方
財
政
で
支
出
さ
れ
た
留
学
経
費
に
注
目
し
た
点
で
、
こ
こ
で
は
、
湖
北
省
だ
け
が
軍
事
系
以
外
の
官
費
留
学
生
に
も

「
整
装
費
」
や
「
安
家
費
」
な
ど
を
支
給
し
て
お
り
、
留
学
経
費
の
支
出
が
他
省
よ
り
多
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
留

学
経
費
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
留
学
を
積
極
的
に
主
張
し
た
湖
広

総
督
・
張
之
洞
は
、
中
央
政
府
に
対
抗
し
て
麾
下
の
軍
事
力
を
強
化
す
る
た
め
に
陸
軍
留
学
生
を
多
数
派
遣
し
た
ほ
か
、
鉄
道
関
連
の
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留
学
生
も
多
く
派
遣
し
た
こ
と
で
、
学
資
で
各
種
費
用
を
給
付
さ
れ
た
学
生
数
（
官
費
生
・
津
貼
生
・
鄂
路
生
・
公
費
生
）
が
中
国
全

土
で
一
時
的
に
最
多
と
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
莫
大
な
経
費
を
確
保
で
き
た
背
景
に
は
、
張
之
洞
の
意
思
が
強
く
働
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
直
隷
省
を
中
心
に
考
察
し
た
「
客
籍
官
費
生
」
の
存
在
に
着
目
し
た
こ
と
も
、
今
後
の
留
学
生
研
究
の

可
能
性
を
広
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
留
学
生
の
身
分
は
固
定
さ
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
自
費
生
で
あ
っ

て
も
、
官
立
学
校
（
医
学
・
農
学
・
工
学
・
物
理
学
に
限
定
）
な
い
し
「
特
約
五
校
」
に
合
格
す
れ
ば
、
官
費
生
に
身
分
を
切
り
換
え

る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
一
般
的
に
は
留
学
希
望
者
の
出
身
省
（
つ
ま
り
「
本
籍
」）
が
費
用
を
拠
出
す
る
の
が
普
通
だ
っ
た
が
、
そ

う
で
な
い
場
合
は
「
客
籍
官
費
生
」
と
し
て
捉
え
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
官
費
生
へ
の
資
格
変
更
を
め
ぐ
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
極
め
て
重
要
な
も
の
の
、
そ
の
論
拠
と
な
る
史
料
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
研
究
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
な

お
、
直
隷
省
の
み
な
ら
ず
、
湖
北
省
な
ど
で
も
確
認
で
き
た
「
客
籍
官
費
生
」
は
、
留
学
生
個
人
と
政
府
関
係
者
と
の
人コ

ネ
ク
シ
ョ
ン脈
を
考
え

る
上
で
非
常
に
有
益
な
事
例
だ
と
言
え
る
。

第
四
は
、
東
北
三
省
（
奉
天
省
・
吉
林
省
・
黒
竜
江
省
）
が
「
特
約
五
校
」
を
め
ぐ
る
補
助
金
の
分
配
方
法
に
消
極
的
な
態
度
を
示

し
、
支
払
い
義
務
を
怠
る
な
ど
、
当
該
計
画
に
抵
抗
し
よ
う
と
企
図
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
あ
る
。「
五
校
特
約
」
は
日

本
側
（
文
部
省
）
と
清
国
側
（
学
部
）
の
交
渉
経
過
、
そ
し
て
辛
亥
革
命
後
の
留
学
生
教
育
の
実
施
状
況
な
ど
、
重
要
な
問
題
を
含
ん

で
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
特
約
校
の
受
験
者
数
、
合
格
者
数
お
よ
び
そ
れ
が
留
日
学
生
の
量
・
質
に
与
え

た
影
響
な
ど
が
考
察
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
清
国
政
府
が
同
特
約
政
策
を
実
施
す
る
際
に
、
各
省
の
財
政
状
況
を
ど
の
程
度
把
握
し

て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
に
言
及
し
た
研
究
は
少
な
い
。
経
費
と
い
う
視
点
か
ら
東
北
三
省
が
五
校
に
支
払
っ
た
金
額
の
詳
細
と
支
給

時
期
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
、
東
北
地
域
に
お
け
る
留
日
学
生
研
究
に
新
た
な
光
を
当
て
た
と
言
え
る
。

第
五
は
、
留
日
学
生
史
研
究
で
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
公
費
」
と
い
う
費
用
種
別
を
明
ら
か
に
し
、
公
費
生
が
誕
生
し
た
背
景

や
彼
ら
の
留
学
実
態
を
史
料
か
ら
再
構
成
し
た
点
で
あ
る
。
こ
の
実
態
の
解
明
は
留
学
生
研
究
史
上
に
大
き
な
意
義
を
持
つ
。
公
費
生
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は
派
遣
元
の
諸
事
情
に
強
く
左
右
さ
れ
、
官
費
生
ほ
ど
留
学
費
用
が
安
定
し
て
お
ら
ず
、
経
済
的
困
窮
に
追
い
込
ま
れ
や
す
い
状
況
に

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
も
た
ら
し
た
原
因
に
つ
い
て
、
本
書
は
次
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。
①
派
遣
元
に
は
留
学
経
費
と
い
う

固
定
的
な
財
源
が
な
く
、
地
方
財
政
の
基
盤
が
弱
か
っ
た
こ
と
。
②
公
費
生
の
派
遣
は
地
方
官
紳
（
有
力
者
）
の
力
で
実
現
し
た
が
、

派
遣
す
る
側
と
派
遣
さ
れ
る
側
が
互
い
に
守
る
べ
き
制
度
的
な
約
束
が
必
ず
し
も
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
。
③
選
抜
が
地
方

有
力
者
の
主
観
的
な
判
断
に
よ
る
場
合
が
多
か
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。
ま
た
本
書
は
、
日
本
留
学
ブ
ー
ム
の
高
揚
期
に
、
地
方
の
各

州
・
県
に
よ
っ
て
拠
出
さ
れ
た
「
公
費
」
に
つ
い
て
、
留
学
生
派
遣
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
評
価
す
る
一
方
、
留
学
形
態
の
変

質
（
速
成
教
育
か
ら
高
等
教
育
へ
と
）
と
と
も
に
、
送
金
の
遅
延
や
未
払
い
問
題
が
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
っ
て
い
た
と
し
、
専
門
的
な

知
識
を
持
つ
高
度
人
材
を
育
成
す
る
に
は
経
済
的
に
も
体
制
的
に
も
限
界
が
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。

最
後
に
、
本
書
を
踏
ま
え
た
さ
ら
な
る
研
究
の
発
展
の
た
め
に
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
い
く
つ
か
指
摘
し
た
い
。
ま
ず
、
著

者
が
本
書
で
検
討
さ
れ
た
各
種
の
申
請
書
類
に
基
づ
く
運
営
実
態
の
史
料
は
や
や
一
面
的
で
、
さ
ら
な
る
補
強
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
本

書
で
取
り
上
げ
た
二
十
八
校
の
う
ち
、
戦
後
の
新
制
度
下
の
学
校
法
人
と
し
て
現
存
す
る
各
学
校
（
早
稲
田
大
学
・
明
治
大
学
・
法
政

大
学
・
実
践
女
子
大
学
な
ど
）
に
は
、
独
自
の
記
録
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
も
使
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多

面
的
な
分
析
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

同
様
に
、
張
之
洞
・
袁
世
凱
の
政
策
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
本
書
で
示
さ
れ
た
史
料
で
の
み
判
断
で
き
な
い
部
分
も
散
見
さ
れ
た
。

他
の
史
料
と
も
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
今
後
さ
ら
に
理
解
が
深
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

従
来
は
、「
中
体
西
用
」
を
重
視
し
た
清
国
政
府
が
留
学
生
を
欧
米
に
派
遣
し
、
彼
ら
が
直
接
「
洋
」
に
染
ま
る
こ
と
を
恐
れ
た
た

め
、
文
化
的
に
近
接
し
費
用
の
面
で
も
安
い
日
本
を
「
洋
」
を
間
接
に
学
ぶ
地
と
し
て
推
奨
し
た
、
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
一
石
二
鳥
」

論
が
通
説
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
書
は
と
く
に
費
用
の
面
か
ら
疑
問
を
投
げ
か
け
、「
日
本
へ
の
留
学
派
遣
に
か
か
っ
た
費
用
は
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本
当
の
意
味
で
省
け
た
の
か
」（
終
章
、
二
八
六
頁
）
と
問
い
か
け
て
い
る
が
、
こ
の
問
い
の
背
景
に
は
次
の
よ
う
な
著
者
の
考
え
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
留
日
学
生
に
支
給
し
た
諸
費
用
や
留
日
学
生
を
管
理
す
る
た
め
に
費
や
し
た
経
費
な
ど
の
面
に
お
い
て
浪
費

は
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
。
い
ま
一
つ
は
実
際
多
く
の
経
費
を
使
っ
て
、
清
国
政
府
が
思
い
描
い
た
通
り
の
人
材
を
獲
得
で
き

た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
留
日
学
生
の
派
遣
と
管
理
に
お
い
て
不
適
切
な
支
出
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
当
初
想
定
さ
れ
た
成
果
が
達
成
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
論
証
し
た
と
し
て
も
、
通
説
を
覆
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、『
勧
学
篇
』
の
趣
旨
は
日
本
留
学
の
ほ
う
が
西
洋
留
学
よ

り
安
い
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
西
洋
留
学
に
お
け
る
費
用
対
効
果
の
程
度
を
論
じ
な
い
と
、
説
得
力
に
欠
け
る
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
留
学
生
派
遣
は
、
中
央
政
府
が
財
政
難
だ
っ
た
た
め
、
留
学
費
用
を
各
省
に
負
担
さ
せ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
湖
北
省
の
官
費
生
と
公
費
生
派
遣
は
、
張
之
洞
ま
た
は
地
方
有
力
者
独
自
の
意
図
が
あ
り
、
単
な
る
国
家
事
業
と
見
做
す
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ま
し
て
や
、
留
学
生
個
人
も
そ
れ
ぞ
れ
の
動
機
が
あ
り
、
国
家
と
社
会
情
勢
が
急
激
に
変
化
す
る
な
か
で
、
清
朝

政
権
の
必
要
と
す
る
人
材
像
と
ズ
レ
が
で
き
る
の
は
、
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

要
す
る
に
、
留
学
経
費
が
実
際
に
節
約
で
き
て
い
た
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
場
合
、
留
日
学
生
の
帰
国
後
の
行
動
と
い
う
「
成
果
」

を
見
る
よ
り
、
当
時
の
東
・
西
洋
留
学
費
用
（
学
費
・
渡
航
費
・
整
装
費
・
安
家
費
・
医
療
費
・
管
理
費
な
ど
）
そ
れ
ぞ
れ
の
比
較
に

加
え
、
中
央
お
よ
び
地
方
政
府
の
財
政
構
造
を
さ
ら
に
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

以
上
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
真
の
意
味
で
、
著
者
が
目
指
し
た
「
留
学
経

費
の
視
点
か
ら
清
末
の
中
国
人
日
本
留
学
の
歴
史
を
捉
え
直
す
」（
序
章
、
十
四
頁
）
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
本
書
で
清
末

期
に
限
定
さ
れ
て
い
る
留
学
経
費
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
辛
亥
革
命
勃
発
後
か
ら
中
華
民
国
時
期
へ
の
連
続
性
・
非
連
続
性
に
つ
い
て
の

考
察
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
成
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
書
の
示
し
た
、
多
く
の
新
し
い
視
点
に
よ
る
事
実
発
掘
と
考
察
は
、
こ
の
分
野
の
研
究
を
一
歩
前
進
さ
せ
る
こ
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と
に
貢
献
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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